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ために、肝疾患指摘前と指摘後のコーヒー摂取頻度に関する情報を収集し、肝癌に対するコーヒーの効果をそ
れぞれの期間で検討した。Conditional logistic regression modelにより多要因（初診時の検査所見など）の
影響を調整し、コーヒー摂取の肝癌に対するオッズ比（OR）、95％信頼区間（95％CI）を算出した。 
（１）毎日１杯以上のコーヒー摂取習慣は、肝疾患指摘前の摂取習慣も指摘後の摂取習慣も肝癌に対するORを
低下させていた（指摘前OR＝0.38，95％ CI：0.13-1.12；指摘後OR＝0.19，95％ CI：0.05-0.71）。 
（２）肝疾患指摘後にコーヒー摂取頻度が減ったと回答した者を解析から除外しても、肝癌に対するコーヒー
摂取の効果は同様であった（OR＝0.35，95％ CI：0.12–1.06）。以上、「C型慢性肝疾患患者において、コ
ーヒー摂取は肝癌発生の抑制因子かもしれない。この効果は、肝機能低下によるコーヒー摂取量の減少
では説明できない」という結果を得た。 
 この所見については、生存者のみを対象としたことによる偏り（selection bias）や過去の習慣に対する思
い出しバイアス（information bias）など、疫学理論の観点から十分な考察が行われている。 
 研究デザインの点に関しても、コーヒー摂取と肝癌の関連についての研究で、C型慢性肝疾患患者に限定し、
肝疾患指摘前後の摂取頻度について検討した報告は初めてである。 
 以上により、著者は博士（医学）の学位を授与されるに値するものと判定された。 
